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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月3日(2008.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
施与されたインク中のフレーク粒子の少なくとも一部分を、そのとき印加されている磁場
、電場などのフィールドの作用力線ラインに沿って配列する印刷および特定効果フレーク
整列方法であって、次の各ステップ、即ち：
ａ）フレークを分散担持したベヒクルを含んでいる組成のペースト状インクを用意するス
テップ、ここに、該フレークが少なくともフィールド配列可能な物質の層を備えたもので
あり、
ｂ）そして、基板（４）に対し印刷的に当該インクを施与するステップ、
ｃ）インクに対してエネルギーを印加することによってペースト状インクの粘度を低下さ
せるステップ、
ｄ）印加フィールドを用いてフレークを再配列させ、画像を形成するステップ、
からなる印刷方法。
【請求項２】
前記ペースト状インクは、１５～２５℃の温度範囲内で少なくとも１００Ｐａ・ｓ以上の
粘度（Ｖ）を呈する請求項１に記載の印刷方法。
【請求項３】
前記粘度を低下させるステップは、施与された上記インクに対し、少なくとも磁場ないし
は電場を印加するに充分な間は継続して、ペースト状インクの粘度（Ｖ）を少なくとも６
０％だけ低下させるステップを含み、その際、上記フレークの粒子は電場または磁場の力
線方向に整列可能な状態にペースト状インク内で保たれ、
前記印加フィールドを用いるステップは、施与された上記インクに対し、電場または磁場
を印加して、フレークを整列させるステップを含む請求項１に記載の印刷方法。
【請求項４】
前記ステップｃ）において粘度（Ｖ）が少なくとも８０％低下させられる請求項１に記載
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の印刷方法。
【請求項５】
前記ペースト状インクの粘度（Ｖ）を下げるステップを、前記ステップ(ｂ) の後で、ま
たはその間じゅう、に加熱により遂行する請求項１に記載の印刷方法。
【請求項６】
前記の加熱ステップが、前記基板を加熱ローラに接して走行させる操作を含んだものであ
る請求項５に記載の印刷方法。
【請求項７】
前記基板の加熱により前記ペースト状インクが熱せられる請求項５に記載の印刷方法。
【請求項８】
印胴と圧胴を用いて前記インクが基板に施与され、これら両胴の少なくとも一方を加熱す
ることで前記加熱ステップが遂行され、圧胴には磁場形成のための磁石が封埋されている
請求項３に記載の印刷方法。
【請求項９】
印胴と圧胴を用いて前記インクが基板に施与され、前記加熱ステップが印胴の下流側で熱
を賦与するものである請求項５に記載の印刷方法。
【請求項１０】
前記の加熱ステップが、加熱部材に沿っての基板走行過程を含んだものである請求項５に
記載の印刷方法。
【請求項１１】
前記ステップ(ｂ) が凹版印刷の一工程であり、前記ペースト状インクが前記フレークを
含有した凹版印刷用のインクである請求項１に記載の印刷方法。
【請求項１２】
前記ペースト状インクの粘度を、基板へのインク施与後にインク施与部の近傍において低
下させ、
前記印加フィールドは、電場または磁場である請求項１に記載の印刷方法。
【請求項１３】
ステップ(ｄ)において前記磁性フレークが整列したのち、該フレークを焼付けキュアリン
グするステップ(ｅ)を更に備えた請求項１に記載の印刷方法。
【請求項１４】
前記のキュアリングステップが、表層乾燥を行なう５分未満の第１期と、下層部分を硬化
させる後続の第２期とからなる請求項１３に記載の印刷方法。
【請求項１５】
前記のキュアリングステップが、インク加熱の直後に該インクに対し紫外線または電子線
を照射することを含んだものである請求項１３に記載の印刷方法。
【請求項１６】
前記のキュアリングステップが、インクに対する紫外線照射を含んだものである請求項１
３に記載の印刷方法。
【請求項１７】
前記キュアリングステップが、インクに対し電子線ビームを照射するステップを含んだも
のである請求項１３に記載の印刷方法。
【請求項１８】
前記のペースト状インクが遅乾性溶媒及び／又はキュアリング遅延剤を含有している請求
項１に記載の印刷方法。
【請求項１９】
請求項１に記載の方法により取得可能な基板面に形成した印刷画像。
【請求項２０】
凹版印刷工程により基板に施与された粘性を有する印刷インクで施与された磁力配列可能
な顔料フレークが含有されてなる凹版印刷画像。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
本発明の印刷および特定効果フレーク整列方法では、施与されたインク中のフレーク粒子
の少なくとも一部分を、そのとき印加されている磁場、電場などのフィールドの作用力線
ラインに沿って整列させるべく、該方法は次の各ステップ、即ち：
ａ）フレークを分散担持したベヒクルを含んでいる組成のペースト状インクを用意するス
テップ、ここに、該フレークが少なくともフィールド配列可能な物質の層を備えたもので
あり、
ｂ） そして、基板（４）に対し印刷的に当該インクを施与するステップ、
ｃ）インクに対してエネルギーを印加することによってペースト状インクの粘度を低下さ
せるステップ、
ｄ）印加フィールドを用いてフレークを再配列させ、画像を形成するステップ、
からなるものである。
また、上記の発明において、前記ペースト状インクは、１５～２５℃の温度範囲内で少な
くとも１００Ｐａ・ｓ以上の粘度（Ｖ）を呈するようにしてもよい。
さらに、上記の発明において、前記粘度を低下させるステップは、施与された上記インク
に対し、少なくとも磁場ないしは電場を印加するに充分な間は継続して、ペースト状イン
クの粘度（Ｖ）を少なくとも６０％だけ低下させるステップを含み、その際、上記フレー
クの粒子は電場または磁場の力線方向に整列可能な状態にペースト状インク内で保たれ、
前記印加フィールドを用いるステップは、施与された上記インクに対し、電場または磁場
を印加して、フレークを整列させるステップを含むようにしてもよい。
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